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　中
学
生
の
主
張
・
作
文
が

表
彰
さ
れ
ま
し
た

中
学
生
の
主
張
大
会

　

第
39
回
中
学
生
の
主
張
大
会
が
11

月
３
日
、
た
ま
し
ん
Ｒ
Ｉ
Ｓ
Ｕ
Ｒ
Ｕ

ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
当
日
は

市
内
中
学
生
３
１
６
５
人
の
応
募
か

ら
選
ば
れ
た
中
学
生
が
、
日
常
生
活

に
お
い
て
、
家
族
や
友
人
、
社
会
と

の
関
わ
り
の
中
で
気
付
き
、
考
え
た

こ
と
を
発
表
し
ま
し
た
。
主
な
入
賞

　
「
出
る
杭
は
打
た
れ
る
」
と
い
う
こ

と
わ
ざ
が
あ
る
。
こ
の
こ
と
わ
ざ
で
い

う
「
出
る
杭
」
は
周
囲
よ
り
優
れ
て
い

る
所
の
こ
と
だ
。
ど
う
や
ら
最
近
の
日

本
人
は
、
自
分
の
出
る
杭
を
お
さ
え
込

み
、
な
る
べ
く
普
通
の
杭
で
い
た
が
っ

て
い
る
よ
う
に
思
う
。
だ
が
、
皆
の
な

り
た
が
る
「
普
通
」
と
は
、
そ
も
そ
も

一
体
何
な
の
だ
ろ
う
か
。

　

辞
書
の
中
の
普
通
は
「
ど
こ
に
で
も

あ
る
よ
う
な
あ
り
ふ
れ
た
も
の
。
他
と

は
異
な
る
性
質
を
も
っ
て
い
な
い
さ

ま
」
と
い
う
意
味
だ
。
だ
が
、
実
際
に

使
わ
れ
て
い
る
普
通
は
、
も
っ
と
差
別

的
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
よ
う
に
思
う
。

　

普
通
の
持
つ
力
は
、
と
て
も
強
い
。

な
ぜ
な
ら
普
通
は
た
だ
単
に
、
多
数
派

の
価
値
観
だ
か
ら
だ
。
人
は
一
人
ひ
と

り
、
自
分
の
中
に
「
普
通
の
価
値
観
」

を
持
っ
て
い
る
。
そ
れ
が
、
他
者
の
持

つ
「
普
通
の
価
値
観
」
と
ど
れ
程
合
う

か
だ
。
多
数
の
人
が
「
こ
れ
が
普
通
」

と
言
っ
た
ら
、
そ
の
価
値
観
が
「
普

通
」
に
決
ま
る
の
だ
。
だ
か
ら
自
分
の

価
値
観
が
「
普
通
」
と
違
え
ば
、
自
分

は
「
異
常
な
人
」
に
な
っ
て
し
ま
う
。

だ
が
、
普
通
が
多
数
決
な
の
で
あ
れ
ば
、

普
通
は
幻
だ
ろ
う
。
だ
っ
て
そ
ん
な
も

の
は
、
人
、
時
、
場
所
等
の
様
々
な
も

の
に
よ
っ
て
変
化
す
る
か
ら
だ
。
私
は

二
つ
年
上
の
兄
か
ら
、
そ
の
事
を
学
ん

だ
。

　

兄
は
小
学
校
低
学
年
の
頃
、
学
校
の

問
題
児
だ
っ
た
。「
自
分
が
納
得
し
た

こ
と
以
外
は
や
ら
な
い
」
と
い
う
の
が

兄
の
「
普
通
」
だ
っ
た
か
ら
だ
。
だ
か

ら
体
育
の
時
間
だ
っ
て
、
校
庭
な
ん
か

行
か
ず
教
室
で
本
を
読
み
続
け
た
。
そ

ん
な
兄
に
先
生
は
「
体
育
の
時
間
だ
か

ら
」
と
い
う
理
由
で
校
庭
へ
来
い
と
言

う
。
け
れ
ど
兄
に
は
「
体
育
の
時
間
だ

か
ら
」
と
い
う
理
由
で
は
納
得
で
き
な

か
っ
た
。
自
分
の
納
得
で
き
る
答
え
を

く
れ
な
い
先
生
に
、
兄
は
不
信
感
を
覚

え
る
よ
う
に
な
り
、
反
抗
的
な
態
度
を

取
り
続
け
た
。
し
か
し
そ
う
す
る
中
で
、

友
達
も
失
っ
た
。
そ
れ
か
ら
は
自
分
の

不
信
感
を
お
さ
え
込
み
、
兄
は
普
通
に

な
っ
た
。
け
れ
ど
兄
の
中
に
は
「
自
分

の
居
場
所
は
こ
こ
で
は
な
い
」
と
い
う

思
い
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
兄
は
猛
勉
強

を
し
、
自
由
な
校
風
の
私
立
中
学
に
入

い
こ
と
を
恐
れ
た
り
は
し
な
い
。「
普

通
じ
ゃ
な
い
」
は
言
い
換
え
れ
ば
「
個

性
」
だ
と
思
う
。
そ
れ
に
私
は
、
普
通

を
幻
と
思
う
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
「
普

通
」
が
何
な
の
か
が
分
か
ら
な
く
な
っ

た
。
な
ら
ば
他
人
の
価
値
観
の
中
に
普

通
を
探
す
よ
り
も
、
自
分
の
普
通
を
信

じ
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
の
だ
。

「
出
る
杭
は
打
た
れ
る
が
出
す
ぎ
た
杭

は
打
た
れ
な
い
。」

こ
れ
は
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
を
一
代
で
築
き

上
げ
た
経
営
者
、
松
下
幸
之
助
さ
ん
の

言
葉
だ
。
私
は
こ
れ
を
聞
き
「
自
分
が

精
一
杯
力
を
出
し
尽
く
せ
ば
、
周
囲
か

ら
打
た
れ
る
こ
と
は
無
い
」
そ
う
思
え

た
。
多
様
化
す
る
こ
の
社
会
で
、
私
達

一
人
ひ
と
り
の
輝
け
る
場
所
は
き
っ
と

あ
る
。
皆
が
、
自
分
の
輝
け
る
場
所
で
、

誰
に
も
打
た
れ
な
い
「
出
る
杭
」
に
な

っ
て
ほ
し
い
と
願
う
。
ま
た
、
私
自
身

も
私
の
も
つ
言
葉
で
、
少
し
で
も
多
く

の
人
の
心
を
動
か
せ
る
杭
に
な
り
た
い

と
強
く
思
う
。
皆
が
、
自
分
の
杭
を
伸

ば
し
続
け
ら
れ
る
世
の
中
へ
と
変
え
る

手
助
け
を
す
る
杭
に
な
り
た
い
と
、
強

く
、
強
く
思
う
。

者
は
次
の
と
お
り
で
す
。	《
敬
称
略
》

▼
市
長
賞
＝
下
津
浦
美
結（
二
中
１

年
）▼
議
長
賞
＝
佐
々
木
優
希
菜（
三

中
３
年
）、
張
替
望
恵（
七
中
３
年
）

▼
教
育
長
賞
＝
黒
澤
美
春（
一
中
１

年
）、
五
十
嵐
里
桜（
六
中
３
年
）▼

特
別
賞
＝
水
谷
悠
里（
二
中
３
年
）、

大
石
は
ん
な（
五
中
１
年
）▼
青
少
年

問
題
協
議
会
会
長
賞
＝
下
田
凜（
六

中
２
年
）、
淺
井
紗
和（
三
中
２
年
）、

中
村
望
愛（
八
中
１
年
）、
佐
藤
ほ
の

（
二
中
２
年
）、
大
平
静（
一
中
２
年
）、

青
木
小
梅（
二
中
1
年
）、
前
川
実
貴

（
四
中
２
年
）、
室
久
保
有
紗（
九
中

３
年
）

問
子
ど
も
育
成
課
青
少
年
係
・
内
線

1
3
0
5

「
税
に
つ
い
て
の
作
文
」

「
税
の
標
語
」表
彰

　

次
代
を
担
う
中
学
生
の
皆
さ
ん
に

税
へ
の
関
心
と
理
解
を
深
め
て
も
ら

う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
コ
ン

ク
ー
ル
で
、
市
内
の
中
学
生
が
受
賞

し
ま
し
た
。	

《
敬
称
略
》

中
学
生
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
で
市

内
中
学
生
が
次
の
と
お
り
入
賞
し
、

立
川
地
区
人
権
擁
護
委
員
会
に
よ
る

表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。《

敬
称
略
》

▼
東
京
都
大
会
奨
励
賞（
立
川
市
長

賞
・
立
川
地
区
人
権
擁
護
委
員
会
最

優
秀
賞
）＝
松
岡
優
希
乃（
三
中
２

年
）▼
東
京
都
大
会
作
文
委
員
会
賞

（
立
川
地
区
人
権
擁
護
委
員
会
優
秀

賞
）＝
平
島
弥
奈（
四
中
３
年
）、
藤

森
瑠
香（
七
中
２
年
）▼
多
摩
西
人

権
擁
護
委
員
協
議
会
長
賞（
立
川
地

区
人
権
擁
護
委
員
会
入
選
）＝
淺
井

紗
和（
三
中
２
年
）、
進
藤
心
華（
四

中
３
年
）、
小
椋
羽
流（
七
中
２
年
）、

鈴
木
苺
香（
八
中
２
年
）、
川
名
麻
心

（
七
中
２
年
）▼
立
川
地
区
人
権
擁
護

委
員
会
佳
作
＝
尾
﨑
美
紅（
七
中
２

年
）、
畑
中
花
菜（
七
中
２
年
）

問
生
活
安
全
課
市
民
相
談
係
☎（
5

2
8
）4
3
1
9

小
・
中
学
校
給
食
の
食
材
料

納
入
事
業
者
の
指
定
申
請
を

受
付

　

令
和
2
年
・
3
年
度
の
小
・
中
学

校
給
食
の
食
材
料
納
入
事
業
者
の
指

第39回中学生の主張大会

打たれない杭
下津浦 美結（二中１年）

市長賞

定
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。
申
請
方

法
等
、
く
わ
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
選
考
基
準
＝
▼
都
内
か
近
県
に
営

業
所
が
あ
り
、
定
め
ら
れ
た
時
間
に

配
送
で
き
る
▼
2
年
以
上
営
業
活
動

を
し
て
い
て
経
営
状
況
が
良
好
▼
食

材
料
の
取
り
扱
い
が
安
全
か
つ
衛
生

的
で
あ
る
、
な
ど
。

●
受
付
期
間
＝
1
月
7
日（
火
）～
2

月
7
日（
金
）

●
受
付
場
所
＝
学
校
給
食
課（
学
校

給
食
共
同
調
理
場
内
）

問
学
校
給
食
課
管
理
係
☎（
5
2
9
）

3
5
1
1

未
婚
の
児
童
扶
養
手
当
受
給

者
に
対
す
る
臨
時
・
特
別
給

付
金
の
申
請
は
お
早
め
に

　
「
未
婚
の
児
童
扶
養
手
当
受
給
者

に
対
す
る
臨
時
・
特
別
給
付
金
」
の

申
請
期
限
は
1
月
31
日（
金
）で
す
。

未
申
請
の
方
は
、
早
め
に
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

●
支
給
額
＝
1
万
7
5
0
0
円

問
子
育
て
推
進
課
手
当
・
医
療
費
給

付
係
・
内
線
1
3
5
0

心
身
障
害
者
タ
ク
シ
ー
・
リ

フ
ト
タ
ク
シ
ー
・
ガ
ソ
リ
ン

費
助
成
事
業
の
協
力
事
業
者

を
募
集

　

令
和
2
年
度
か
ら
、
心
身
障
害
者

タ
ク
シ
ー
・
リ
フ
ト
タ
ク
シ
ー
・
ガ

ソ
リ
ン
費
助
成
事
業
に
協
力
し
て
い

た
だ
け
る
事
業
者
を
募
集
し
ま
す
。

協
力
事
業
者
は
、
事
前
に
市
と
協
定

を
締
結
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
く

わ
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

問
障
害
福
祉
課
・
内
線
1
5
1
8

●
税
に
つ
い
て
の
作
文　

▼
市
長
賞

＝
齋
藤
瞳（
九
中
3
年
）▼
教
育
長
賞

＝
新
本
朱
萌（
四
中
3
年
）

●
税
の
標
語　

▼
市
長
賞
＝
桒
島
由

奈（
五
中
1
年
）〔
左
記
参
照
〕

税
が
つ
な
い
だ
笑
顔
の
輪

安
心
、
安
全
、
地
球
の
輪

問
課
税
課
諸
税
係
・
内
線
1
2
0
1

全
国
中
学
生
人
権
作
文

コ
ン
テ
ス
ト

　

中
学
生
が
人
権
尊
重
の
大
切
さ
を

考
え
、
豊
か
な
人
権
感
覚
を
身
に
付

け
る
こ
と
を
目
的
に
行
わ
れ
る
全
国

学
し
た
。
同
じ
よ
う
な
価
値
観
を
持
つ

仲
間
の
中
で
、
兄
の
「
普
通
の
価
値

観
」
通
り
に
行
動
し
て
、
変
と
思
わ
れ

る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
出
る
杭
で
い
ら

れ
る
場
所
を
自
ら
勝
ち
取
っ
た
の
だ
。

こ
ん
な
ふ
う
に
、
自
分
の
普
通
で
行
動

で
き
る
場
所
は
き
っ
と
あ
る
。

　

思
え
ば
、
私
の
家
は
普
通
の
家
庭
で

は
な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
週
末
に

は
キ
ャ
ン
プ
だ
、
山
だ
と
家
を
空
け
て

い
た
。
日
本
の
高
い
山
ベ
ス
ト
５
を
制

覇
し
た
の
は
、
私
が
小
学
校
一
年
生
の

時
だ
。
週
末
家
に
い
な
い
私
の
家
は

「
変
わ
っ
た
家
庭
だ
」
と
陰
口
を
叩
か

れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
そ
う
だ
。
だ
が
両

親
は
世
間
の
評
判
は
気
に
掛
け
ず
、
我

が
家
流
を
押
し
通
し
た
。
兄
と
私
の
中

に
も
、
そ
ん
な
考
え
が
「
普
通
」
と
し

て
身
に
つ
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

私
達
は
き
っ
と
「
普
通
じ
ゃ
な
い
」

を
ひ
と
つ
く
ら
い
持
っ
て
い
る
は
ず
だ
。

私
の
周
り
に
い
る
人
も
、
多
少
な
り
と

も
皆
持
っ
て
い
る
。
私
も
女
子
な
の
に

髪
は
短
く
、
ス
ラ
ッ
ク
ス
を
は
い
て
い

る
。
周
囲
か
ら
見
れ
ば
普
通
で
は
な
い

の
だ
ろ
う
。
だ
が
私
は
、
普
通
じ
ゃ
な

立川市人権作文表彰式の様子


